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感想
• 加藤報告

ドイツの状況紹介と尊厳概念史からの視点

ボン基本法の精神に沿った事後トリアージ（再配分）の禁止

（ドイツの）法治国家としての対応と日本での「自粛と要請」の対比

• 建石報告

患者の権利の観点からのEUの対応の分析

日本でのトリアージの議論に尊厳や人権の概念はどれだけあったか

• 齋尾報告

日本での生命倫理研究会GLの批判的紹介

認知症など意志を明確に示すことが困難な人々の尊厳

• 児玉報告

障害者は「迷惑患者」として平時から医療においてネグレクトされている 

感染予防という名目での面会禁止・付き添い禁止の持つ問題



質問・コメント

•法律という問題

法の整備の必要性の程度は？医療現場は法になじむか？法と尊

厳との関係は？

• COVID-19は非常事態？

「クライシス・スタンダード・オブ・ケア」論をどう考えるか？

•健康の社会経済的格差の問題

• コミュニケーション困難な人々の尊厳



「閉じ込め症
候群（ロックト
イン・シンド
ローム）」の人
びとに対する
ウェブ調査

• 生命倫理学者や医療従事者によるトリアージの

議論だけでなく、人工呼吸器ユーザーの考えを

知る必要がある。

• 私たちは、ウェブ上での記述式の質問票を用い

て、2021年2-3月に「閉じ込め症候群（ロックトイ

ン・シンドローム）」の人びとに対する調査を行っ

た際に、COVID-19でのトリアージに対してどうい

う意見があるかも調べた。

• 有効回答数は18（男性14名、女性4名）、平均年

齢48（30－63）歳。うち人工呼吸器使用者は13

名。原疾患はALSが15名、脳卒中が2名、ギラン

バレー症候群が1名（ただし回復後）。

• 人工呼吸器ユーザーは13名。



トリアージを無条件に認める
意見はなし

• 反対の理由として多かったのは、本人や家

族の意志の尊重だった（6/18（5/13）名）。

「生きる権利は皆あると思うのでまずは本人

の意見を一番に尊重すべき 」

「本人の意思に関係なくというのは許されな

い。コロナ禍は災害でも戦争でもない。」

• トリアージを条件付きで容認する意見として、

「災害時の対応として、やむを得ないと思

う。」との趣旨が5/18（3/13）名あった



トリアージへの
反対意見の例

• 「医師ならすべての命を救うべきだと想う。救うため
の医療体制を整えるべき」

• 「優性思想（ママ）に結びつく危険性もあるので、トリ
アージを行うことには反対である。」

• 「トリア－ジとは違うと思う」

• 「生きる権利は皆あると思う」

• 「どのような状態であろうと、本人の同意なくして生
存権を奪うことは許されるべきではないし心は毎日
変動するものであり患者とその家族にとって医師の
言葉はあまりにも影響があり過ぎる為、洗脳される
可能性も無いとも言えませんので第三者が生死を
説得または説明などをするべきではない。その様な
患者でも有意義な生活が送れるような社会資源を
国がつくるべきである。」



https://www.youtube.com/watch?v=CbpxsmLAKGg
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